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近
代
日
本
労
資
関
係
史
の
研
究

　
m
　
序
章
。
本
書
は
、
ほ
ぼ
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
一
九
四
五
年
に
い
た

る
約
半
世
紀
間
の
日
本
資
本
主
義
の
労
資
関
係
の
歴
史
的
展
開
過
程
を
究

明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
戦
前
日
本
資
本
主
義
の
確
立
期
と
崩

壊
期
の
双
方
の
視
点
か
ら
労
資
関
係
の
歴
史
的
構
造
と
そ
の
展
開
過
程
を

一
貫
し
て
把
握
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
書
の
間
魑
意
識
で
あ
り
、
ま
た

研
究
の
対
象
を
ほ
ぼ
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
一
九
四
五
年
に
設
定
し
た
理
由

で
あ
る
。

　
本
書
が
あ
つ
か
う
資
本
主
義
的
階
級
関
係
と
し
て
の
労
費
関
係
の
研
究

は
、
相
互
に
関
連
す
る
三
つ
の
間
題
領
域
を
有
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
相

互
規
定
的
な
関
係
に
あ
る
資
本
と
賃
労
働
の
存
在
“
編
成
形
態
を
あ
き
ら

か
に
す
る
基
礎
構
造
分
析
の
領
域
で
あ
る
。
こ
の
ぱ
あ
い
、
資
本
の
存
在

形
態
と
は
、
資
本
の
産
業
別
構
成
と
類
型
的
階
層
的
構
造
お
よ
び
そ
の
お

の
お
の
の
蓄
稜
様
式
を
さ
し
、
ま
た
賃
労
働
の
存
在
…
編
成
形
態
と
は
、

こ
れ
に
対
応
し
た
生
産
過
程
と
労
働
市
場
に
お
け
る
賃
労
働
の
構
造
と
編

成
を
さ
す
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
。

　
第
二
は
、
労
働
争
議
と
資
本
の
労
務
政
策
の
対
抗
、
相
互
規
定
関
係
を

西
　
　
成

田
　
　
豊

あ
き
ら
か
に
す
る
階
級
関
係
の
動
態
的
分
析
の
領
域
で
あ
る
。
賃
労
働
の

存
在
H
編
成
形
態
は
労
働
争
議
の
構
造
を
規
定
し
、
他
方
、
資
本
と
賃
労

働
の
存
在
1
1
繍
成
形
態
は
資
本
の
労
務
政
策
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
、
お

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
二
様
の
連
関
に
よ
っ
て
、
第
二
の
間
魑
領
域
は
第
一

の
問
題
領
域
と
密
接
に
緒
ぴ
つ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
造
的
な
粋
組
の

も
と
で
労
働
争
議
と
資
本
の
労
務
政
策
の
対
抗
、
相
互
規
定
関
係
の
具
体

的
態
様
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
経
営
の
レ
ペ
ル
に
ま
で

お
り
た
ミ
ク
ロ
的
老
察
の
視
座
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

　
第
三
は
、
国
家
の
労
働
政
策
の
分
析
の
領
域
で
あ
る
。
国
家
の
労
働
政

策
は
、
そ
の
理
念
、
構
想
を
め
ぐ
る
政
策
主
体
（
官
僚
）
内
部
の
諸
対
立

を
合
み
つ
つ
、
そ
の
調
整
、
止
揚
を
と
お
し
て
社
会
経
済
的
諸
勢
カ
か
ら

相
対
的
に
自
律
的
に
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
諸
階
級
、
諸
階
層
の
動
向

と
そ
れ
は
完
金
に
無
関
係
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
国
家
の
労
働
政
策
は
、

一
方
で
、
労
働
争
議
の
構
造
を
規
定
す
る
と
と
も
に
逆
に
こ
れ
に
規
定
さ

れ
、
他
方
で
、
資
本
の
労
務
政
策
H
労
資
関
係
理
念
に
制
約
さ
れ
る
と
と

も
に
こ
れ
に
規
定
的
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
こ
う
し
て
第
三
の
問
題
領
域
は
、
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、
－
れ
ま
た
二
様
の
連
関
を
と
お
し
て
第
二
の
問
魍
領
域
と
結
び
つ
く
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
国
家
の
労
働
政
策
は
、
階
級
関
係
の
総
括
形
態
と
い

　
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
さ
い
、
労
働
政
策
を
媒
介
に
階
級
関
係
の
総
括
主
体

と
し
て
国
家
が
顕
現
す
る
の
は
、
す
ぐ
れ
て
現
代
的
な
現
象
で
あ
る
点
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
序
章
で
は
さ
ら
に
、
労
資
関
係
研
究
の
箪
者
の
以
上
の
よ
う
な
問
魑
観

点
か
ら
、
大
河
内
一
男
、
兵
藤
釧
、
中
西
洋
の
三
氏
の
先
学
の
労
資
関
係

研
究
を
方
法
的
に
批
判
、
検
討
し
て
い
る
。

　
ω
　
第
一
章
。
本
章
は
、
産
業
資
本
確
立
期
の
賃
労
働
の
構
造
と
、
独

占
成
立
期
に
お
け
る
そ
の
構
造
変
化
を
、
「
女
工
」
労
働
カ
と
重
工
業
労

働
カ
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
産
業
資
本
確
立
期
の
製
糸
、
紡
綾
業
の
賃
労
働
は
つ
ぎ
の
二
点
で
「
前

近
代
」
的
性
椿
を
強
く
帯
ぴ
て
い
た
。
第
一
は
、
労
働
者
が
労
働
力
商
品

の
自
立
的
な
売
り
手
と
し
て
は
現
れ
ず
、
雇
用
関
係
も
労
働
カ
商
品
の
対

等
な
取
引
関
係
と
い
う
よ
り
、
前
貸
金
制
度
を
介
し
た
「
債
務
奴
隷
関

係
」
的
性
祷
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
賃
金
が
労
働
カ
再

生
産
費
と
し
て
の
実
質
を
も
た
ず
、
労
働
カ
の
世
代
的
再
生
産
が
農
民
層

の
負
担
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
前
近
代
」

的
な
賃
労
働
は
、
外
貨
獲
得
産
業
と
し
て
の
製
糸
業
の
急
速
な
発
展
と
、

中
国
布
場
を
め
ぐ
る
日
本
紡
綴
業
の
国
際
競
争
カ
を
保
障
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
世
界
市
場
に
強
行
的
に
編
入
さ
れ
た
日
本
資
本
主
義
の
歴

史
的
な
所
産
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
重
工
業
に
お
い
て
は
、
都
市
貧
民
層
と
お
な
じ
生
活

水
準
の
階
級
的
に
未
成
熟
な
被
差
別
的
賃
労
働
者
層
が
底
辺
に
分
厚
く
堆

積
す
る
一
方
、
一
八
九
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
の
技
術
変
革
に
連

動
し
つ
つ
拡
充
、
強
化
さ
れ
た
軍
工
廠
と
氏
間
大
経
営
を
中
心
に
、
近
代

的
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
i
ト
が
創
出
さ
れ
た
。
日
本
の
重
工
業
は
製
糸
業
に
よ

る
外
貨
獲
得
を
基
礎
に
発
展
、
展
開
を
と
げ
た
邊
そ
の
意
味
で
、
重
工
業

の
近
代
的
賃
労
働
の
創
出
は
、
絹
綿
二
部
門
の
輸
出
産
業
と
し
て
の
展

開
“
「
前
近
代
」
的
賃
労
働
の
存
立
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
口
産
業
資

本
確
立
期
に
お
け
る
重
工
業
労
働
者
と
繊
維
産
業
労
働
者
の
賃
金
格
差
の

拡
犬
傾
向
は
、
二
類
型
の
賃
労
働
の
、
以
上
の
よ
う
な
再
生
産
的
連
関
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
産
業
資
本
確
立
期
の
賃
労
働
の
構
造
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
昭

和
恐
慌
期
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
技
術
的
合
理
化
H
生
産
過
程
の
構
造
的

再
編
を
テ
コ
と
す
る
独
占
の
成
立
に
よ
っ
て
根
本
的
な
変
化
を
と
げ
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
技
術
的
合
理
化
は
、
労
働
保
謹
立
法
（
工
場
法

の
改
正
、
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
改
正
）
に
促
迫
さ
れ
た
綿
工
業
と
石
炭

鉱
業
の
徹
底
性
、
慢
性
不
況
に
制
約
さ
れ
た
重
工
業
の
不
徹
底
性
と
い
う

部
門
間
破
行
性
と
、
大
企
業
の
独
占
的
支
配
の
生
産
カ
基
盤
の
形
成
を
促

す
都
門
内
破
行
性
と
い
う
、
二
重
の
破
行
的
な
展
開
を
と
げ
た
。
こ
う
し

た
技
術
的
合
理
化
は
、
労
働
保
護
立
法
の
政
策
的
規
制
と
あ
い
ま
っ
て
・

産
業
資
本
確
立
期
の
絹
綿
二
部
門
と
石
炭
鉱
業
の
賃
労
働
の
「
前
近
代
」

的
構
造
（
前
貸
金
制
度
、
納
星
制
度
）
を
後
退
、
解
体
さ
せ
る
一
方
、
労

働
カ
構
成
の
椿
差
構
造
“
労
働
カ
の
分
断
的
階
層
構
造
の
形
成
要
因
と
な

つ
た
。
い
く
つ
か
の
大
炭
鉱
を
中
心
に
朝
鮮
植
民
地
労
働
カ
が
大
量
に
導

入
さ
れ
た
石
炭
鉱
業
の
一
都
で
は
、
労
働
カ
構
成
は
ま
さ
に
帝
国
主
義
的

性
格
を
有
し
て
い
た
と
、
一
、
菖
つ
て
よ
い
。
資
本
蓄
稜
機
構
の
労
働
カ
基
盤
に
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お
げ
る
こ
う
し
た
変
化
と
な
ら
ん
で
、
資
本
蓄
稜
を
支
え
る
労
働
条
件

（
賃
金
、
労
働
時
間
）
に
お
い
て
も
規
模
別
の
楮
差
が
形
成
さ
れ
、
産
業

資
本
確
立
期
の
資
本
蓄
積
諸
条
件
（
「
植
民
地
n
イ
ン
ド
以
下
的
」
低
賃

金
、
肉
体
消
磨
的
長
時
間
労
働
）
の
消
失
、
変
容
が
す
す
ん
だ
。
生
産
過

程
に
お
け
る
労
働
カ
の
存
在
形
強
を
示
す
労
働
カ
の
構
成
と
労
働
条
件
の

以
上
の
よ
う
な
諸
変
化
は
、
独
占
的
、
帝
国
主
義
的
労
働
カ
編
成
の
成
立

と
し
て
把
握
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
㈹
　
第
二
章
竈
本
章
は
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
い
た

る
三
菱
長
崎
造
船
所
を
対
象
に
、
製
品
、
原
材
料
、
労
働
カ
の
三
つ
の
市

場
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
資
本
蓄
積
の
構
造
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
労

働
争
議
と
労
務
政
策
の
相
互
規
定
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
露
戦
争
後
、
三
菱
長
崎
造
船
所
は
社
船
建
造
と
艦
艇
建
造
を
基
礎
に

大
型
の
設
備
投
資
を
お
こ
な
い
、
経
営
を
確
立
す
る
が
、
そ
の
過
程
で
高

学
歴
若
年
の
労
働
カ
を
大
量
に
雇
用
、
吸
収
し
た
。
こ
う
し
た
労
働
者
数

の
急
遠
な
膨
張
と
労
働
カ
構
成
の
劇
的
な
変
容
は
、
労
務
管
理
体
制
を
弛

緩
さ
せ
、
実
働
時
間
の
延
長
、
実
質
賃
金
の
低
下
、
労
災
死
傷
率
の
上
昇

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
労
働
者
の
窮
乏
の
進
行
と
あ
い
ま
っ
て
、
旧
型
熟

練
職
種
1
1
木
工
職
を
中
心
と
す
る
一
九
〇
七
年
争
議
を
発
生
さ
せ
た
。
職

工
送
迎
船
の
廃
止
を
契
機
に
始
ま
っ
た
こ
の
争
議
は
、
し
だ
い
に
労
働
時

間
短
縮
、
賃
金
引
上
げ
の
二
つ
の
要
求
実
現
を
め
ざ
す
運
動
に
発
展
し
て

い
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
労
働
者
の
側
が
要
求
書
を
撤
回
す
る
こ
と
で
終

艮
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
争
議
の
う
ち
に
示
さ
れ
た
労
働
者
の
自
覚
は
、

経
営
の
側
に
新
た
な
政
策
対
応
を
せ
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、

鉄
工
職
で
実
施
し
て
い
た
親
方
請
負
制
度
を
廃
止
し
、
増
時
間
制
や
出
来

高
制
な
ど
の
能
率
給
を
採
用
す
る
一
方
、
親
方
職
長
制
度
に
た
い
す
る
経

営
側
の
直
接
的
な
規
制
を
強
化
し
、
労
務
管
理
体
制
を
金
面
的
に
再
編
成

し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
一
つ
は
、
職
工
救
護
規
則
、
社
倉
制
度
、

救
済
貸
金
制
度
に
し
め
さ
れ
る
経
営
家
族
主
義
的
な
福
利
政
策
を
採
用
し

実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
次
犬
戦
中
、
後
の
三
菱
長
崎
造
船
所
は
、
ス
ト
ソ
ク
ボ
ー
ト
の
建

造
と
、
「
建
造
実
費
計
算
法
」
と
い
う
独
特
の
契
約
方
法
に
も
と
づ
く
注

文
船
の
建
造
に
よ
っ
て
高
収
益
を
実
現
し
た
。
欠
損
を
前
提
に
（
な
い
し

収
益
を
見
込
ま
ず
に
）
お
こ
な
わ
れ
た
兼
二
浦
製
鉄
所
、
長
崎
製
鋼
所
向

け
の
起
業
工
事
（
設
備
機
械
類
の
製
作
H
薙
工
事
）
は
、
新
造
船
工
事
の

こ
う
し
た
高
収
益
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
。
雑
工
班
の
拡
犬

は
機
関
工
場
の
新
型
熟
練
職
種
の
増
大
と
、
そ
の
学
歴
構
成
の
高
度
化
を

い
っ
そ
う
お
し
す
す
め
た
。
他
方
、
大
戦
中
、
後
の
同
所
の
高
収
益
は
、

職
工
救
済
規
則
、
社
倉
制
度
、
職
工
幸
福
増
進
基
金
、
戦
時
割
増
手
当
、

皆
勤
賞
与
、
勤
続
賞
与
、
中
元
年
末
賞
与
な
ど
経
営
家
族
主
義
的
施
策
の

物
的
基
盤
を
拡
充
、
強
化
し
た
。
待
遇
改
善
を
要
求
し
た
一
九
一
七
年
六

月
の
争
議
は
、
機
関
工
場
の
新
型
熟
練
職
種
“
鑓
子
職
の
「
頭
脳
的
リ
ー

ダ
ー
シ
ヅ
プ
」
と
鉄
工
職
の
「
爆
発
的
行
動
カ
」
が
結
び
つ
い
た
、
参
加

者
七
八
○
O
名
に
の
ぼ
る
大
規
模
な
争
議
で
あ
ウ
た
。
し
か
し
、
そ
の
解

決
条
件
は
、
付
加
的
諸
給
付
を
一
つ
の
物
的
基
礎
と
す
る
造
船
所
の
経
営

家
族
主
義
的
な
労
働
者
統
合
政
策
の
な
か
に
、
こ
の
争
議
の
階
級
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
一
七
年
六
月
争

議
の
こ
の
よ
う
な
解
決
形
態
は
、
大
戦
後
の
労
働
争
議
の
あ
り
方
を
も
規

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
九
月
争
議
と
同
年
十
一
月
争
議
の
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特
徴
は
つ
ぎ
の
二
点
に
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
機
関
工
場
の
高
学
歴
新
型
熟

練
工
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
が
決
定
的
に
後
退
し
、
造
船
工
場
の
低
学
歴
単

能
重
筋
労
働
職
種
1
1
鉄
工
職
の
な
か
に
組
織
さ
れ
た
反
労
働
組
合
的
な
企

業
主
義
団
体
に
よ
る
争
議
抑
制
的
行
為
が
争
議
の
基
本
構
造
を
規
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
い
ま
一
つ
は
、
争
議
が
小
規
模
、
分
散
化
す
る
と
と
も

に
、
右
に
の
べ
た
争
議
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
と
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者

の
要
求
は
経
営
家
族
主
義
的
な
形
態
に
歪
曲
さ
れ
た
。
一
九
一
七
年
六
月

争
議
の
先
進
性
と
そ
の
解
決
形
態
の
う
ち
に
、
犬
戦
後
の
争
議
の
小
規
模

分
散
性
と
要
求
の
家
族
主
義
的
変
形
の
規
定
要
因
が
胚
胎
し
て
い
た
と
い

っ
て
よ
い
。

　
一
九
二
〇
年
代
の
三
菱
長
崎
造
船
所
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
海
運
不
況

と
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
に
よ
る
造
船
市
場
の
縮
小
に
よ
っ
て
深
刻
な
不
況
に

直
面
し
た
。
こ
う
し
た
不
況
に
対
処
す
ぺ
く
同
所
は
、
電
気
溶
接
法
や
船

体
の
地
上
組
立
法
な
ど
技
術
的
合
理
化
を
ふ
く
む
一
連
の
合
理
化
政
策
を

展
開
し
、
熟
練
度
が
相
対
的
に
低
い
短
期
勤
続
の
若
青
年
層
と
、
熟
練
の

磨
滅
が
進
む
役
付
の
高
年
層
を
中
心
に
、
数
次
に
わ
た
る
大
量
の
人
員
整

理
を
お
こ
な
っ
た
。
同
所
の
労
働
者
の
意
識
は
階
級
脱
出
、
高
教
育
志
向

が
つ
よ
く
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
現
存
の
秩
序
に
た
い
す

る
つ
よ
い
肯
定
的
意
識
を
内
蔵
し
て
い
た
。
労
働
者
の
こ
の
意
識
は
、
第

三
章
で
の
べ
る
工
場
団
体
や
工
場
委
員
会
制
と
と
も
に
、
退
職
手
当
制
度

の
確
立
、
企
業
内
教
育
施
設
の
充
実
、
慰
安
娯
楽
施
設
の
拡
充
な
ど
こ
の

時
期
の
企
業
内
福
利
政
策
の
新
た
な
展
開
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

九
州
労
働
組
合
に
支
援
さ
れ
た
一
九
二
五
年
の
解
雇
反
対
運
動
は
、
こ
う

し
升
経
営
側
の
労
務
攻
策
と
、
労
働
者
の
意
識
憎
況
の
も
と
で
は
、
大
衆

的
基
盤
を
も
ち
え
ず
、
ご
く
少
数
の
者
に
よ
る
運
動
に
逼
塞
し
て
終
焉
し

た
。
こ
の
争
議
を
契
機
に
同
所
は
職
工
就
業
規
則
を
制
定
し
、
所
内
で
の

労
働
運
動
を
禁
圧
す
る
諸
規
定
を
設
け
た
。
工
場
委
員
会
や
工
場
団
体
や

経
営
家
族
主
義
的
諸
施
策
の
ほ
か
に
、
．
労
働
組
合
運
動
の
企
業
内
浸
透
を

防
遇
す
る
体
制
が
こ
う
し
て
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
ω
　
第
三
章
。
本
章
は
、
財
閥
資
本
、
国
家
資
本
、
中
小
資
本
と
い
っ

た
費
本
の
類
型
的
階
層
的
差
異
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
展
開
を
み
せ
る
一
九

二
〇
年
代
日
本
資
本
主
義
の
労
費
関
係
の
特
質
を
、
重
工
業
労
資
関
係
を

中
心
に
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
工
場
委
員
会
が
体
現
し
た
労
賞
関
係
理
念
は
、
家
族
的
国
家
的
協
同
性

を
塞
礎
に
雇
主
と
被
倣
者
の
人
格
的
対
等
性
と
一
体
性
を
憎
緒
的
、
観
念

的
に
主
張
す
る
労
資
一
体
論
が
つ
よ
く
濠
み
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
理
念
を
有
す
る
工
場
委
員
会
制
度
は
、
各
種
の
反
労
働
組
合
的
諸
組

織
、
諸
施
設
（
三
菱
長
崎
造
船
所
の
ぱ
あ
い
工
職
一
体
の
工
場
団
体
）
に

補
強
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
体
制
と
し
て
労
働
組
合
な
き
労
資

関
係
の
安
定
化
機
構
を
形
成
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
財
閥
独
占
体
を
中

心
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
財
閥
独
占
体
の
企
業
内
労
資
関
係
の

構
造
は
、
一
九
二
四
年
の
政
府
の
労
働
組
合
政
策
転
換
（
国
際
労
働
総
会

の
労
働
代
表
選
出
方
法
の
改
正
に
よ
る
行
政
レ
ベ
ル
で
の
労
働
組
合
承

認
）
後
本
格
化
し
た
協
調
的
労
働
政
策
の
展
開
を
制
約
し
、
そ
の
政
策
展

開
の
基
盤
を
、
i
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
も
と
で
合
理
化
投
資
が
遅
れ
相
対
的

低
労
働
条
件
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
重
工
業
の
国
家
セ
ク
タ
ー
（
軍
工
廠
）

や
中
小
経
営
部
門
な
ど
独
上
］
体
の
外
部
に
賜
跨
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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し
か
も
、
こ
の
協
調
的
労
働
政
策
が
労
資
同
権
化
の
法
体
系
（
労
働
組
合

法
）
が
未
確
立
の
ま
ま
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
政
策
に
も
と
づ
く
協

調
的
労
資
関
係
の
形
成
を
倭
小
な
規
模
に
お
し
と
ど
め
た
。
第
一
に
、
一

九
二
四
年
の
労
働
組
合
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
海
軍
労
働
組

合
連
盟
は
、
団
体
交
渉
権
の
未
確
立
に
よ
っ
て
、
こ
の
組
合
が
主
カ
を
注

い
だ
印
央
労
資
「
交
渉
」
を
原
基
的
な
形
態
に
お
し
と
ど
め
ら
れ
、
諸
要

求
の
実
現
を
み
な
い
ま
ま
組
合
員
大
衆
と
の
間
の
矛
盾
を
拡
大
さ
せ
た
。

第
二
に
、
頻
発
す
る
中
小
経
営
の
争
議
を
集
団
的
、
協
調
的
労
資
関
係
を

形
成
す
る
方
向
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
労
働
争

議
調
停
法
は
、
母
法
と
な
る
ぺ
き
労
働
組
合
法
を
欠
く
こ
と
に
よ
っ
て
事

実
上
機
能
停
止
の
状
態
に
お
か
れ
、
こ
の
法
内
調
停
壊
滅
の
う
え
に
国
家

の
新
た
な
形
態
の
労
資
関
係
介
入
（
事
実
調
停
）
が
進
行
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
重
工
業
を
中
心
と
す
る
一
九
二
〇
年
代
（
後
半
）
の

日
本
資
本
主
義
の
労
資
関
係
は
、
財
閥
独
占
体
に
お
け
る
工
場
委
員
会
体

制
の
定
着
、
重
工
業
国
家
セ
ク
タ
ー
（
軍
工
廠
）
に
お
け
る
「
原
基
的
」

交
渉
機
構
の
形
成
、
中
小
資
本
に
お
け
る
労
資
対
抗
の
拡
大
H
国
家
の
新

た
な
形
態
の
労
資
関
係
介
入
と
い
う
、
資
本
構
造
に
対
応
す
る
か
た
ち
で

三
重
の
重
層
的
な
展
開
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
「
古
典
的
」
帝
国
主
義
の

労
資
関
係
が
労
働
カ
の
需
要
独
占
を
基
礎
に
独
古
体
に
よ
る
労
働
組
合
の

否
認
あ
る
い
は
そ
の
活
動
の
規
制
に
成
功
し
、
労
働
組
合
運
動
を
基
本
的

に
独
占
体
の
外
部
に
賜
魔
せ
し
め
る
と
い
う
専
制
的
な
編
成
を
と
つ
た
事

実
を
想
起
す
れ
ぱ
、
労
賞
関
係
の
こ
う
し
た
重
層
的
編
成
は
ま
さ
に
「
古

典
的
」
帝
国
主
義
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
つ
て
よ
い
。
し
か
し
、
財

閥
独
古
体
に
よ
る
労
働
組
合
の
否
認
が
伝
統
的
な
「
主
従
の
情
誼
」
に
立

脚
し
た
も
の
で
は
な
く
、
工
場
委
員
会
と
い
う
一
種
の
労
資
協
議
制
の
導

入
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
重
工
業
の
国
家
セ
ク
タ
ー
で
プ
リ
、
、
、
テ
ィ

ブ
な
形
で
は
あ
る
が
労
資
交
渉
機
構
が
成
立
し
た
こ
と
、
労
資
関
係
に
た

い
す
る
国
家
介
入
が
「
申
立
化
」
し
構
造
的
に
深
化
し
た
こ
と
、
以
上
の

な
か
に
現
代
資
本
主
義
の
労
資
関
係
の
諸
萌
芽
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
㈲
　
第
四
章
。
本
章
は
、
戦
前
日
本
に
お
い
て
労
働
組
合
法
案
の
立
案
、

制
定
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
第
一
次
大
戦
直
後
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
、

大
恐
慌
期
の
三
つ
の
時
期
を
中
心
に
、
労
働
組
合
法
案
を
め
ぐ
る
官
僚
と

ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
内
都
に
お
け
る
諸
対
立
と
そ
の
調
整
、
止
揚
の
過
程

を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
労
働
組
合
法
案
を
め
ぐ
る
第
一
次
大
戦
直
後
と
一
九
二
〇
年
代
中
葉
の

官
僚
内
部
の
政
策
志
向
の
対
立
は
、
内
務
省
、
同
社
会
局
官
僚
対
農
商
務

省
、
商
工
省
、
司
法
省
官
僚
の
対
立
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
こ
の
政
策
志

向
の
対
立
は
究
極
的
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
日
本
の
「
危
機
」
の
歴
史
的

構
造
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
大
戦
後
日
本

の
労
働
運
動
の
高
揚
は
、
世
界
史
的
に
み
れ
ぱ
、
冒
ー
ロ
ソ
バ
危
機
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
資
本
主
義
世
界
体
制
の
構
造
的
危
機
の
一
環
を
構
成

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
資
本
主
義
そ
れ
自
体
に
即
し
て
み
れ
ば
、

そ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
的
再
編
成
（
労
働
組
合
の
宥
和
主
義
的
体
制
内

統
合
に
示
さ
れ
る
階
級
関
係
の
編
戒
替
）
を
促
す
よ
う
な
体
制
的
危
機
た

り
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
戦
後
「
危
機
」
の
世

界
史
的
性
楕
を
認
識
し
た
内
務
省
、
同
社
会
局
官
僚
は
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
先
進

国
の
例
に
倣
っ
て
階
級
宥
和
的
な
労
働
組
合
法
を
構
想
し
た
の
に
た
い
し
、

566



（165）彙

農
商
務
省
、
商
工
省
、
司
法
省
の
官
僚
は
、
戦
後
「
危
機
」
が
，
ヨ
ー
ロ
ヅ

パ
型
危
機
に
発
展
転
化
す
る
の
を
未
然
に
防
止
す
ぺ
く
、
産
業
保
謹
的
、

治
安
対
策
的
観
点
か
ら
取
締
的
労
働
組
合
法
を
構
想
し
た
。

　
他
方
、
第
一
次
犬
戦
後
と
一
九
二
〇
年
代
中
葉
の
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
内

部
の
政
策
志
向
の
対
立
は
、
独
占
的
犬
資
本
と
中
小
資
本
の
対
立
と
し
て

現
れ
た
。
こ
の
政
策
志
向
の
対
立
は
、
個
別
企
業
内
部
で
の
「
危
機
」
克

服
条
件
の
有
無
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
個
別
企
業
内
部
に
「
危
機
」
克
服

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
「
経
営
家
族
主
義
」
の
物
的
施
設
、
工
場
委
員
会
制
）

を
有
し
て
い
た
独
占
的
犬
資
本
は
、
労
働
組
合
法
案
に
た
い
し
て
無
関
心

な
い
し
条
件
付
き
消
極
的
容
認
の
態
度
を
し
め
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、

個
別
企
業
内
部
に
「
危
機
」
克
服
条
件
を
も
た
な
か
っ
た
申
小
賞
本
は
、

労
資
関
係
へ
の
国
家
介
入
を
期
待
す
る
立
場
か
ら
労
働
組
合
法
の
制
定
に

積
極
的
で
あ
o
た
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
の
中
小
資
本
は
、
資
本
の
階

級
的
譲
歩
（
賃
金
の
下
方
硬
直
化
な
ど
）
を
必
然
的
に
と
も
な
う
よ
う
な

階
級
宥
和
的
労
働
組
合
法
を
受
容
す
る
だ
け
の
資
本
蓄
横
条
件
を
有
せ
ず
、

そ
の
労
働
組
含
法
構
想
は
し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
冒

ン
が
あ
っ
た
も
の
の
、
お
お
む
ね
農
商
務
省
、
商
工
省
の
考
え
に
近
似
し

た
特
殊
日
本
的
な
内
容
を
有
し
た
も
の
で
あ
ウ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
官
僚
、
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
内
部
の
政
策
志
向
の
対
立
は
、

そ
れ
ぞ
れ
大
恐
慌
に
ま
う
た
く
相
反
す
る
方
向
で
調
整
、
止
揚
さ
れ
る
。

官
僚
は
、
金
解
禁
、
デ
フ
レ
政
策
の
補
完
的
政
策
手
段
と
し
て
階
級
宥
和

的
労
働
組
合
法
を
制
定
す
る
こ
と
で
合
意
を
形
成
し
た
（
社
会
政
策
審
議

会
答
申
－
社
会
局
草
案
）
。
ま
た
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
は
、
労
働
組
合
法
制

定
反
対
派
（
主
と
し
て
大
資
本
）
と
日
本
的
労
働
組
合
法
制
定
容
認
派

（
主
と
し
て
一
部
の
中
小
費
本
）
の
意
見
を
調
整
、
止
揚
す
ぺ
く
、
社
会

局
労
働
組
合
法
案
反
対
の
線
で
階
級
意
思
の
統
一
を
実
現
し
た
。
そ
し
て

ブ
ル
ジ
ョ
7
ジ
ー
の
階
級
統
一
的
な
反
対
運
動
が
展
開
す
る
な
か
で
、
官

僚
の
合
意
内
容
は
し
だ
い
に
後
退
し
、
規
制
に
カ
点
を
お
い
た
浜
口
内
閣

労
働
組
合
法
案
に
変
質
し
て
い
く
。
し
か
し
浜
口
内
閣
労
働
組
合
法
案
は
、

差
別
解
雇
、
黄
犬
契
約
の
禁
止
と
い
う
重
要
な
点
で
宥
和
的
条
項
を
残
し

て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
同
法
案
は
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
許
容
す
る
と
二

ろ
と
は
な
ら
ず
、
第
五
九
回
帝
国
議
会
で
廃
案
に
追
い
ま
込
れ
た
の
で
あ

る
。

　
㈹
　
第
五
章
。
本
章
は
、
「
満
州
事
変
」
期
の
労
資
関
係
を
、
経
済
の

二
重
構
造
の
本
樒
的
成
立
、
二
重
構
造
に
対
応
し
た
労
資
関
係
の
階
層
的

構
造
、
そ
し
て
労
資
関
係
の
構
造
を
規
定
し
た
政
治
的
、
社
会
経
済
的
諸

勢
カ
の
労
資
関
係
編
成
構
想
を
め
ぐ
る
対
抗
関
係
と
い
う
、
三
つ
の
側
面

か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
労
資
関
係
編
成
構
想
を
め
ぐ
る
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
政
治
的
、
社
会

経
済
的
諸
勢
力
の
客
観
的
対
抗
関
係
は
、
社
会
局
官
僚
1
1
「
開
明
派
」
中

小
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
1
1
日
本
労
働
組
合
会
議
と
い
う
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
的

方
向
性
を
も
っ
た
潮
流
と
、
軍
都
、
「
新
官
僚
」
1
－
独
占
プ
ル
ジ
目
ア
ジ

ー
1
1
日
本
産
業
労
働
倶
楽
部
と
い
う
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
潮
流
と
の
対
抗
で
あ

り
た
と
総
括
で
き
る
。
第
一
の
二
呈
ー
デ
ィ
ー
ル
的
方
向
性
を
も
っ
た
潮

流
は
、
労
資
の
同
権
化
に
よ
っ
て
労
働
組
合
を
資
本
主
義
体
制
の
内
部
に

ビ
ル
ト
．
イ
ン
し
、
団
体
交
渉
制
と
労
働
協
約
を
基
礎
に
協
調
的
労
賞
関

係
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
中
小
企
業
に
お
け
る
こ
の
時
期

の
労
働
協
約
体
制
の
拡
大
に
そ
の
実
態
的
基
盤
を
も
っ
て
い
た
。
第
二
の
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フ
ァ
シ
ズ
ム
的
潮
流
は
、
労
資
一
体
、
労
資
融
合
の
理
念
に
立
脚
し
た
工

場
委
員
会
制
を
基
礎
に
労
資
関
係
を
疑
似
共
同
体
的
に
編
成
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
大
企
業
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
工
場
委
員
会
制
（
産
業
報
国

会
型
懇
談
会
制
へ
の
機
能
変
質
を
と
も
な
っ
た
そ
れ
）
の
普
及
に
そ
の
実

態
的
基
盤
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
労
費
関
係
繍
成
構
想
を
め
ぐ
る

対
抗
は
、
労
費
関
係
の
国
家
独
上
］
資
本
主
義
的
再
編
成
を
め
ぐ
る
二
つ
の

途
の
対
抗
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
普
遍
化
し
て
言
え
ぱ
、
現
代
資
本
主
義

化
の
二
つ
の
途
の
対
抗
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一

九
三
〇
年
代
前
半
の
歴
史
的
特
質
は
、
労
働
組
合
運
動
の
レ
ベ
ル
で
は
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
的
方
向
性
を
も
っ
た
第
一
の
潮
流
が
主
流
を
占
め
た
の
に

た
い
し
、
労
資
関
係
の
構
造
1
1
実
態
の
レ
ベ
ル
で
は
、
中
小
企
業
の
労
働

協
約
体
制
の
拡
大
に
狭
い
限
界
が
存
在
し
、
大
企
業
の
変
容
し
つ
つ
あ
る

工
場
委
員
会
制
度
が
普
及
を
み
た
よ
う
に
、
第
二
の
潮
流
が
基
軸
的
位
置

を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
・
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
は

運
動
と
構
造
1
1
実
態
の
あ
い
だ
に
一
定
の
乖
離
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
運

助
と
構
造
H
実
態
の
乖
離
は
一
九
三
五
年
を
境
に
第
二
の
潮
流
が
主
流
を

占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
め
ら
れ
る
。
日
本
産
業
労
働
倶
楽
部
を
中
心
と

し
た
日
本
主
義
労
働
運
動
は
、
一
九
三
五
年
の
国
体
明
徴
運
動
を
契
機
に

し
て
ビ
ー
ク
に
達
し
、
こ
の
運
動
が
内
蔵
し
て
い
た
疑
似
革
命
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
国
家
の
労
働
政
策
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
ウ
て
、
そ
の

変
質
H
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
を
促
し
た
。
社
会
局
官
僚
の
労
資
関
係
理
念
の
変

質
、
軍
部
の
労
働
政
策
の
社
会
的
活
性
化
、
警
察
官
の
強
権
的
労
働
争
議

調
停
の
拡
大
が
そ
れ
で
あ
る
直
国
家
の
労
働
政
策
の
こ
う
し
た
フ
ァ
ヅ
目

化
に
よ
っ
て
、
大
企
業
の
変
容
し
つ
つ
あ
る
工
場
委
員
会
制
度
は
、
日
本

資
本
主
義
の
外
縁
部
に
ま
で
権
カ
的
に
お
し
拡
げ
ら
れ
、
中
小
企
業
の
労

働
協
約
体
制
や
中
小
企
業
の
支
配
的
部
分
を
と
ら
え
て
い
た
雇
主
専
制
的

労
資
関
係
は
重
大
な
変
質
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ω
　
第
六
章
。
本
章
は
、
産
業
報
国
会
の
史
的
展
開
過
程
の
分
析
を
と

お
し
て
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
労
資
関
係
の
特
質
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
フ
7
シ
ズ
ム
的
労
資
関
係
の
特
徴
は
、
階
級
的
存
在
を
反
動
的
に
「
止

揚
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
賞
関
係
を
凝
似
共
同
体
的
に
編
成
す
る
こ

と
に
あ
る
。
産
業
報
国
運
動
は
、
一
君
万
民
の
家
族
国
家
観
に
支
え
ら
れ

た
「
有
機
的
倫
理
的
協
同
体
」
と
し
て
の
労
資
一
体
の
恩
想
と
、
自
由
放

任
主
義
、
階
級
闘
争
主
義
を
否
認
し
産
業
を
と
お
し
て
皇
運
の
扶
翼
を
は

か
る
産
業
報
国
恩
想
の
、
こ
の
両
者
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
内
蔵
し
た
運

動
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
産
業
報
国
運
動
は
ま
さ
し
く
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動

で
あ
っ
た
。
産
業
報
国
会
の
中
核
的
組
織
で
あ
る
労
資
懇
談
会
は
、
労
賞

関
係
の
疑
似
共
同
体
的
編
成
を
実
体
化
す
る
機
構
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

た
。
成
立
期
（
一
九
三
八
－
四
〇
年
）
の
産
業
報
国
会
は
以
上
の
よ
う
な

理
念
と
実
体
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を
有
効
に
統
合

し
え
ず
（
労
働
移
動
、
欠
勤
率
の
上
昇
な
ど
）
、
一
九
四
一
年
以
降
、
産

業
報
国
会
は
部
隊
組
織
的
に
再
編
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
理
念
的
に
は
、
一

君
万
民
的
な
労
資
一
体
の
思
想
か
ら
権
威
主
義
的
1
1
身
分
階
統
的
秩
序
の

観
念
を
取
り
入
れ
た
労
費
一
体
思
想
へ
の
徴
妙
な
変
容
を
含
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
産
業
報
国
会
の
こ
う
し
た
権
威
主
義
的
1
1
身
分
階
統
的
再
編
成

は
、
労
働
者
の
白
発
性
を
抑
圧
し
、
労
資
関
係
調
整
の
機
能
を
決
定
的
に

後
退
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
逃
亡
、
欠
勤
、
怠
業
、
二
重
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稼
働
、
集
団
暴
行
、
兵
器
破
壌
、
意
識
的
な
不
良
品
の
作
製
な
ど
の
か
た

ち
を
と
っ
た
労
働
者
の
不
満
と
抵
抗
は
拡
犬
し
、
一
九
四
三
年
以
降
は
ダ

イ
リ
ュ
ー
シ
ヨ
ン
が
す
す
む
な
か
で
労
働
争
議
が
増
加
す
る
。
四
三
年
以

降
、
産
業
報
国
会
は
国
民
勤
労
醐
員
と
物
資
配
給
の
組
織
に
変
質
し
、
た

ん
な
る
戦
時
勤
労
組
織
と
し
て
、
そ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
内
実
を
喪
失
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　
産
業
報
国
会
の
推
転
を
規
定
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
労
働
者
の

ア
ブ
セ
ン
テ
イ
ズ
ム
と
労
働
争
議
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
産
業
報
国
会

に
よ
る
労
働
の
利
益
の
媒
介
機
能
が
著
し
く
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め

し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
日
本
フ
ア
シ
ズ
ム
に
よ
る
労
働
支
配
H
労
働

者
の
統
合
機
能
に
は
明
白
な
限
界
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
比
較
し
た
ぱ
あ
い
の
日
本
．
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
際

立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
戦
後
の
企
業
別
組
合
に
連
続
す
る
の
は
産
業
報

国
会
で
は
な
く
、
産
報
下
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
た
労
働
者
の
経

済
的
反
抗
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
反
抗
の
企
業
内
的
構
造
の
な
か
に
、
戦

後
、
労
働
者
の
闘
争
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
企
業
別
組
合
の
回
路
に
キ
ャ
ナ
ラ
イ

ズ
さ
れ
て
い
く
素
因
が
す
で
に
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔
博
士
論
文
審
査
要
旨
〕

論
文
麺
目

近
代
日
本
労
資
関
係
史
の
研
究

論
文
審
査
担
当
者

美尾中
濃＿
　局村
口

　煙政
武之

雄助則

　
わ
が
国
の
日
本
経
済
史
挙
界
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
両

大
戦
間
期
の
研
究
が
活
発
に
な
つ
た
。
研
究
の
範
囲
は
、
農
業
・
労
働
・

産
薬
．
金
融
．
経
営
．
政
策
・
国
家
史
の
各
分
野
に
ま
た
が
り
、
こ
の
二

十
年
ほ
ど
の
間
に
、
両
大
戦
間
期
の
研
究
は
質
量
と
も
に
高
ま
っ
た
。
本

論
文
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
の
流
れ
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
個
別
事
象
へ
の
沈
潜
と
方
法
的
枠
組
み
の
提
示
と
い
う
二
つ
の
課
魍

を
自
覚
的
に
遣
求
し
た
作
晶
で
あ
る
。
以
下
、
各
章
に
そ
っ
て
内
容
を
紹

介
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
全
体
の
．
構
成
を
し
め
し
て
お
く
。

（167）彙

序
　
出
早

第
－
章

第
2
章

第
3
章

研
究
対
象
と
方
法

［
口
本
資
本
主
義
と
賃
労
働
の
構
造

財
閥
系
造
船
所
の
資
本
蓄
積
と
労
賞
関
係
⊥
二
菱
長
崎
造
船
所

の
分
析

一
九
二
〇
年
代
目
本
資
本
主
義
の
労
資
関
係
－
璽
工
業
労
資
関



一橋論叢第104巻第4号（168）

第
4
章

第
5
章

第
6
章

係
を
中
心
に

両
大
戦
間
期
労
働
組
合
法
案
の
史
的
考
察

「
満
州
事
変
」
期
の
労
資
関
係

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
労
資
関
係

　
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
一
九
四
五
年
に
い
た
る

約
半
世
紀
間
の
日
本
費
本
主
義
の
労
資
関
係
の
確
立
．
変
容
．
崩
壊
の
過

程
が
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
一
九
二
〇
－
一
九
三
〇
年

代
に
お
け
る
、
わ
が
国
労
資
関
係
の
構
造
的
・
類
型
的
把
握
に
重
点
が
お

か
れ
て
い
る
。
以
下
、
章
を
追
っ
て
本
論
文
の
特
畏
を
紹
介
し
て
行
≦
一

と
に
し
た
い
1
。

　
序
章
は
、
い
わ
ぱ
著
者
の
方
法
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
労
資
関

係
の
研
究
は
次
の
三
つ
の
問
題
領
域
を
含
む
と
し
て
い
る
。
第
一
は
、
相

互
規
定
的
な
関
係
に
あ
る
質
本
と
賃
労
働
の
存
在
1
1
編
成
形
態
を
あ
き
ら

か
に
す
る
基
礎
構
造
分
析
の
領
域
。
第
二
は
、
労
働
争
議
（
な
い
し
労
働

運
動
）
と
資
本
の
労
務
政
策
の
対
抗
・
相
互
規
定
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す

る
階
級
関
係
の
動
態
的
分
析
の
領
域
。
第
三
は
、
国
家
の
労
働
政
策
の
領

域
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
問
題
領
域
は
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
提

え
ら
れ
、
本
論
文
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
理
諭
的
枠
組
と
な
っ
て
行
く
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
と
む

序
章
で
は
大
河
内
一
男
、
兵
藤
剣
、
中
西
洋
の
三
氏
の
労
資
関
係
研
究
を

方
法
的
に
検
討
し
つ
つ
、
本
論
文
が
こ
れ
ら
の
先
行
業
繊
の
批
判
的
摂
取

の
う
え
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
－
章
は
、
産
業
資
本
確
立
期
の
賃
労
働
の
構
造
と
独
占
成
立
期
に
お

け
る
そ
の
構
造
変
化
を
、
「
女
工
」
労
働
力
と
重
工
業
労
働
カ
を
中
心
に

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
女
工
」
労
働
カ
の
代
表
は
い
う
ま
で
も
な
く

製
糸
・
紡
績
都
門
に
も
と
め
ら
れ
る
が
、
労
働
カ
給
源
と
雇
用
関
係
、
賃

金
水
準
と
賃
金
形
態
の
諸
側
面
か
ら
見
て
、
き
わ
め
て
「
前
近
代
的
」
性

格
を
も
つ
も
の
て
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
前
近
代
的
」
な
賃
労
働
は
、
外

貨
獲
得
産
業
と
し
て
の
製
糸
業
の
急
速
な
発
展
と
、
中
国
市
場
を
め
ぐ
る

日
本
紡
績
業
の
国
際
競
争
カ
を
保
陣
し
、
か
つ
陸
海
軍
工
廠
や
民
間
重
工

業
に
お
け
る
近
代
的
賃
労
働
の
創
咄
を
可
能
に
し
た
。
つ
い
で
第
2
節
で

は
・
産
業
資
本
確
立
期
に
成
立
し
た
賃
労
働
の
構
造
が
、
一
九
二
〇
年
代

か
ら
昭
和
恐
慌
期
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
技
術
的
合
理
化
を
通
じ
て
、
変

容
・
消
失
し
て
い
く
推
移
が
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。
輸
出
産
業
と
し
て
の

絹
綿
二
部
門
の
発
展
↓
外
貨
の
獲
得
↓
重
工
業
の
育
成
と
い
う
構
造
連
関

の
指
摘
は
、
け
っ
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
一
九
二
〇
年
代
に

お
け
る
前
近
代
的
賃
労
働
の
後
退
・
解
体
と
近
代
的
賃
労
働
の
格
差
構
造

の
形
成
、
重
工
業
労
働
者
を
担
い
手
と
す
る
近
代
的
労
働
運
動
台
頭
の
必

然
性
を
解
明
し
て
い
く
著
者
の
分
析
は
、
視
野
が
ひ
ろ
く
手
堅
い
。

　
第
2
章
は
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
い
た
る
三
菱
長
崎

造
船
所
を
対
象
に
、
製
品
・
原
材
料
・
労
働
力
の
三
つ
の
市
場
を
中
心
に

展
開
さ
れ
る
資
本
蓄
稜
の
構
造
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
労
働
争
議
と
労
務

政
策
の
相
互
規
定
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
露
戦
争
後
、
三
菱
長
崎
造
船
所
は
社
船
建
造
と
艦
艇
建
造
を
基
礎
に

大
型
の
設
備
投
資
を
行
い
経
営
を
確
立
す
る
が
、
そ
の
過
程
で
高
学
歴
若

年
の
労
働
カ
を
大
量
に
雇
用
・
吸
収
し
た
。
こ
う
し
た
労
働
者
数
の
急
遠

な
膨
張
と
労
働
カ
構
成
の
変
容
は
、
労
務
管
理
体
制
を
弛
緩
さ
せ
、
実
働

時
間
の
延
長
、
実
質
賃
金
の
低
下
、
労
災
死
傷
率
の
上
昇
な
ど
を
ま
ね
き
、
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旧
型
熟
練
職
種
1
－
木
工
職
を
中
心
と
す
る
一
九
〇
七
年
争
議
を
発
生
さ
せ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
経
営
側
は
親
方
講
負
制
度
の
廃
止
、
増
時
閥
制
や
出

来
高
制
な
ど
の
能
率
給
を
採
用
す
る
一
方
、
職
工
救
護
規
則
、
社
倉
制
度
、

救
済
貸
金
制
度
な
ど
の
福
利
政
策
を
実
施
し
て
対
応
を
は
か
る
。

　
つ
い
で
第
一
次
世
界
大
戦
中
・
後
に
三
菱
長
崎
造
船
所
は
、
ス
ト
ッ
ク

ボ
ー
ド
（
同
型
船
の
見
込
み
生
産
）
の
建
造
と
「
建
造
実
費
計
算
法
」
と

い
う
独
特
の
契
約
方
法
に
も
と
づ
く
注
文
船
の
蓮
造
に
よ
っ
て
高
収
益
を

実
現
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
三
菱
長
崎
造
船
所
は
、
第

一
次
犬
戦
後
の
海
運
不
況
と
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
に
よ
る
造
船
市
場
の
縮
小

に
よ
っ
て
深
刻
な
不
況
に
直
面
し
た
。
こ
れ
に
対
処
す
べ
く
同
所
は
、
電

気
溶
接
法
や
船
体
の
地
上
組
立
法
な
ど
技
術
的
合
理
化
を
ふ
く
む
一
連
の

合
理
化
政
策
を
展
開
し
、
熟
練
度
が
相
対
的
に
低
い
短
期
勤
続
の
若
青
年

層
と
熟
練
の
摩
滅
が
す
す
む
役
付
き
の
高
年
屑
を
中
心
に
、
数
次
に
わ
た

る
犬
量
の
人
員
整
理
を
行
っ
た
。
こ
の
好
況
か
ら
不
況
の
過
程
で
、
待
遇

改
善
を
要
求
す
る
一
九
一
七
年
争
議
、
一
九
一
九
年
争
議
、
解
雇
反
対
の

一
九
二
五
年
争
議
が
続
発
す
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
労
働
争
議
を
同
所
の

経
営
動
向
、
労
務
管
理
体
制
の
構
造
、
労
働
市
場
の
構
造
と
賃
金
、
労
務

政
策
の
展
開
な
ど
と
関
わ
ら
せ
て
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の
は
他
に
例
を

み
な
い
。
本
章
が
一
個
別
経
営
レ
ベ
ル
で
の
分
析
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
す
で
に
専
門
の
研
究
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
第
3
章
は
、
一
九
二
〇
年
代
日
本
資
本
主
義
の
労
資
関
係
を
重
工
業
部

門
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
得
意
と
す
る
構
造
的
・

類
型
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
長
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
章
で
あ
る
。
と

く
に
財
閥
独
占
体
に
お
け
る
工
場
委
員
会
体
制
の
定
着
、
重
工
業
国
家
セ

ク
タ
ー
（
軍
工
廠
）
に
お
け
る
「
原
基
的
」
交
渉
機
構
の
形
成
、
中
小
資

本
に
お
け
る
労
資
対
抗
の
拡
大
と
い
う
「
三
重
の
重
屑
的
展
開
」
を
析
出

し
た
こ
と
は
、
非
財
閥
資
本
・
中
小
資
本
の
労
費
関
係
把
握
を
軽
視
し
て

き
た
従
来
の
研
究
に
反
省
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
労
費
関

係
の
研
究
に
貨
重
な
貢
献
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
工
場
委
員
会
と
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
労
資
関
係
の
再
編
方

向
を
規
定
し
た
ホ
イ
ッ
ト
レ
ー
委
員
会
の
勧
告
を
モ
デ
ル
に
構
想
さ
れ
た

労
賛
関
係
機
構
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
労
働
組
合
の
企
業
内
排
除
あ
る

い
は
企
業
内
へ
の
浸
透
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
工
場
委
員
会

体
制
は
財
閥
系
重
工
業
大
経
営
で
は
定
着
し
た
も
の
の
、
海
軍
工
廠
な
ど

の
国
家
セ
ク
タ
ー
で
は
、
一
九
二
四
年
の
政
府
の
労
働
組
合
政
策
転
換

（
国
際
労
働
総
会
に
出
席
す
る
労
働
代
表
の
選
出
方
法
を
政
府
任
命
制
か

ら
組
合
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
労
働
組
含
に
よ
る
公
選
制
に
改
正
）
に
よ

っ
て
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
が
労
働
組
合
を
行
政

的
に
承
認
し
た
以
上
、
労
働
組
合
の
存
在
を
否
定
し
た
工
場
委
員
会
を
海

軍
ユ
廠
内
に
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
合
理
化
投
資
の
低
い
海
軍
工
廠
で
は
労
働
条
件
は
劣
悪
で
、

労
働
組
合
の
カ
も
よ
わ
く
、
海
軍
労
働
組
合
連
盟
の
団
体
交
渉
権
も
認
め

ら
れ
ず
に
終
わ
る
。
著
者
の
い
う
「
原
基
的
」
交
渉
機
構
と
は
、
こ
う
し

た
労
働
基
本
権
な
き
労
働
組
合
の
在
り
方
を
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
労
働
争
議
が
最
も
集
中
し
た
中
小
経

営
で
は
、
労
働
争
議
調
停
法
を
テ
コ
に
争
議
の
沈
静
化
が
は
か
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
労
働
争
議
調
停
法
は
、
も
と
も
と
母
法
と
な
る
ぺ
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き
労
働
組
合
法
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
て
事
実
上
機
能
停
止
の
状
態
に
お
か

れ
、
か
え
っ
て
調
停
官
・
響
察
官
な
ど
官
吏
に
よ
る
事
実
調
停
件
数
を
増

犬
さ
せ
、
国
家
に
よ
る
労
資
関
係
へ
の
介
入
を
拡
犬
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
一
九
二
〇
年
代
の
労
資
関
係
は
、
資
本
の
類
型
的
差
異
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
展
開
を
み
せ
る
と
と
も
に
、
労
資
関
係
に
た

い
す
る
国
家
介
入
が
「
中
立
化
」
し
、
構
造
的
に
深
化
し
て
い
っ
た
。
著

者
は
、
「
以
上
の
な
か
に
現
代
費
本
主
義
の
労
資
関
係
の
諸
萌
芽
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
締
め
播
う
て
い
る
が
、
本
章
は
資
本
の
三
層
把
握

か
ら
国
家
と
労
働
の
関
係
ま
で
を
視
野
に
お
さ
め
た
、
き
わ
め
て
包
括

的
・
問
題
提
起
的
な
章
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
4
章
は
、
戦
前
日
本
に
お
い
て
労
働
組
合
法
案
の
立
案
・
制
定
が
犬

き
な
間
題
と
な
ウ
た
第
一
次
大
戦
直
後
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
、
大
恐
慌

期
の
三
つ
の
時
期
を
中
心
に
、
労
働
組
合
法
案
を
め
ぐ
る
官
僚
と
プ
ル
ジ

目
ア
ジ
ー
の
内
部
に
お
け
る
諸
対
立
と
そ
の
調
整
、
止
揚
の
過
程
を
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
労
働
組
合
法
案
を
め
ぐ
る
第
一
次
大
戦
直
後
と
一
九
二
〇
年
代
中
葉
の

官
僚
内
都
の
政
策
志
向
の
対
立
は
、
内
務
省
・
同
社
会
局
官
僚
対
農
商
務

省
・
商
工
省
・
司
法
省
官
僚
の
対
立
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
こ
の
政
策
志

向
の
対
立
は
、
第
一
次
犬
戦
後
に
お
け
る
日
本
の
「
危
機
」
の
構
造
に
規

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
「
危
機
」
の
世
界
史
的
性
格
を
認
識
し

た
内
務
省
・
同
社
会
局
官
僚
は
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
先
進
国
の
例
に
な
ら
っ
て
階

級
宥
和
的
な
労
働
組
合
法
を
構
想
し
た
の
に
た
い
し
、
農
商
務
省
・
商
工

省
・
司
法
省
の
官
僚
は
、
戦
後
「
危
機
」
が
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
型
危
機
に
発
展

す
る
の
を
未
然
に
防
止
す
ぺ
く
、
産
業
保
護
的
・
治
安
対
策
的
観
点
か
ら

取
締
的
労
働
組
合
法
を
構
想
し
た
。

　
労
働
組
合
法
案
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
プ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
内
部
に
も
見
ら

れ
た
。
独
占
的
大
資
本
は
個
別
企
業
内
部
に
「
危
機
」
克
服
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
（
経
営
家
族
主
義
の
物
的
施
設
、
工
場
委
員
会
制
）
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
同
法
案
に
た
い
し
無
関
心
な
い
し
条
件
付
容
認
の
態
度
を
し
め
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
労
働
組
合
へ
の
有
効
な
対
処
策
を
持
ち
え
な
い
中
小
資
本

は
、
労
資
関
係
へ
の
国
家
介
入
を
期
待
す
る
立
場
か
ら
、
同
法
の
制
定
に

檀
極
的
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
官
僚
お
よ
ぴ
資
本
家
の
労
働
組
合
法
案
を
め

ぐ
る
対
立
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
期
に
ま
っ
た
く
相
反
す
る
方
向

で
調
整
、
止
揚
さ
れ
る
。
官
僚
は
、
金
解
禁
・
デ
フ
レ
政
策
が
も
た
ら
す

で
あ
ろ
う
労
働
者
の
抵
抗
を
緩
和
す
ぺ
く
、
階
級
宥
和
的
な
労
働
組
合
法

を
制
定
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ブ
ル
ジ
冒
ア
ジ
ー
は
大

資
本
と
中
小
質
本
の
間
で
意
見
の
調
整
が
は
か
ら
れ
、
浜
口
内
閣
の
労
働

組
合
法
案
に
反
対
の
立
場
を
貫
く
こ
と
に
な
っ
た
。
緒
局
、
同
法
案
は
第

五
九
議
会
で
廃
案
に
追
い
込
ま
れ
、
以
後
、
労
働
組
合
法
は
戦
後
の
G
H

g
に
よ
る
労
働
改
革
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
官
僚
・
資
本
家
内
都
の
対
立
だ
け
で
な
く
、
若

槻
内
閣
と
浜
口
内
閣
の
労
働
組
合
法
案
の
相
違
を
重
視
し
た
点
で
、
従
来

の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
第
5
章
は
、
「
満
州
事
変
」
期
の
労
資
関
係
を
、
経
済
の
二
重
構
造
の

本
椿
的
成
立
、
二
重
構
造
に
対
応
し
た
労
資
関
係
の
階
層
的
構
造
、
そ
し

て
政
治
的
・
社
会
経
済
的
諸
勢
カ
の
労
資
関
係
編
成
の
構
想
と
い
う
、
三

つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
学
界
で
も
賛
否
両
論
を
ま
ね
い
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た
問
題
の
章
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
労
資
関
係
編
成
の

構
想
を
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
的
方
向
性
を
も
っ
た
潮
流
」
と
「
フ
ァ
シ
ズ

ム
的
潮
流
」
と
の
対
抗
と
定
式
化
し
た
こ
と
は
、
斬
新
な
問
題
提
起
で
あ

っ
た
が
、
果
た
し
て
戦
前
日
本
に
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
的
方
向
性
を
も
ウ

た
潮
流
」
が
存
在
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
よ
り
精
密
な
検
討
を
必
要
と

し
て
い
る
。

　
第
6
章
は
、
産
業
報
国
会
の
史
的
展
開
過
程
の
分
析
を
と
お
し
て
日
本

フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
労
費
関
係
の
特
質
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に

第
5
章
で
検
出
さ
れ
た
二
つ
の
潮
流
が
日
中
戦
争
後
ま
で
緩
や
か
な
対
立

を
繰
り
返
し
つ
つ
も
存
続
し
、
結
局
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
の
大
日
本
産

業
報
国
会
の
結
成
を
も
っ
て
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
潮
流
」
が
勝
利
を
し
め
た

こ
と
が
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
著
者
は
労
働
政
策
の
「
フ
ァ
ヅ
シ

百
化
」
と
い
う
、
と
か
く
駿
味
な
概
念
を
「
社
会
局
官
僚
の
労
資
関
係
理

念
の
変
質
、
軍
部
の
労
働
政
策
の
社
会
的
活
性
化
、
警
察
官
の
強
権
的
労

働
争
議
調
停
の
拡
犬
」
と
規
定
し
、
そ
の
内
容
を
具
体
化
し
よ
う
と
努
め

て
い
る
。
ま
た
産
業
報
国
会
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
労
働
者
が
必
ず
し
も

官
僚
や
民
間
指
導
者
の
期
待
し
た
通
り
に
は
動
か
ず
（
労
働
の
ア
ブ
セ
ン

テ
ィ
ズ
ム
と
労
働
争
議
）
、
一
九
四
三
年
以
降
そ
の
実
質
は
形
骸
化
し
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ァ

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
比
較
し
た
場
合
の
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
労
働
支
配
の
脆

弱
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
一
九
七
〇
年
代
に
活
発
と
な
っ
た
両
犬
戦

間
期
の
日
本
労
資
関
係
史
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
意
欲
的
な
研
究
で
あ
り
、

第
一
次
資
料
を
駆
使
し
た
数
多
く
の
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス

と
対
象
把
握
の
包
括
性
に
お
い
て
注
目
す
ぺ
き
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
西

成
田
氏
の
方
法
上
の
特
長
は
、
何
よ
り
も
対
象
を
構
造
的
・
類
型
的
に
把

握
し
、
そ
の
構
造
・
類
型
に
ひ
そ
む
対
立
的
要
因
を
探
り
だ
し
て
、
そ
れ

を
発
展
的
・
ダ
イ
ナ
、
ミ
ヅ
ク
に
描
こ
う
と
す
る
点
に
あ
り
、
本
論
文
の
魅

カ
も
ひ
と
え
に
こ
の
点
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
本
曹
に
は
と
き
と
し
て
難

解
な
概
念
が
出
て
く
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書

は
大
河
内
一
男
・
兵
藤
劃
氏
ら
に
よ
っ
て
先
鞭
の
つ
け
ら
れ
た
近
代
日
本

労
資
関
係
史
の
研
究
を
新
た
な
水
準
に
引
き
上
げ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
本
論
文
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を

加
え
て
き
た
の
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
西
成
囲
氏
の
今
後
の
研

究
の
発
展
を
期
待
す
る
意
味
か
ら
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。
第
一
は
、
序
章
で
述
べ
ら
れ
た
三
つ
の
方
法
的
観
点
が
必
ず
し
も

各
章
に
わ
た
っ
て
貫
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
第
2
章
で

は
、
個
別
経
営
分
析
の
た
め
「
製
晶
、
原
材
料
、
労
働
カ
の
三
つ
の
市

場
」
に
重
点
が
置
か
れ
た
緒
果
、
序
章
で
提
起
さ
れ
た
三
つ
の
方
法
的
観

点
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
個
別
経
営
レ
ペ
ル
で
の
分
析
と
そ
れ

を
政
治
過
程
や
国
家
の
労
働
政
策
に
結
ぴ
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
別
個

の
媒
介
環
が
必
要
な
は
ず
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
理
論
的
に
も
っ
と
詰
め

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
第
5
章
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

的
方
向
性
を
も
っ
た
潮
流
」
と
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
潮
流
」
の
対
抗
的
二
類

型
の
設
定
は
、
興
味
深
い
着
想
で
あ
る
が
、
そ
の
実
証
は
必
ず
し
も
十
分

で
は
な
い
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
的
労
資
関
係
構
想
を
も
っ
て
い
た

内
務
省
社
会
局
官
僚
が
一
九
三
五
年
に
は
早
く
も
フ
7
シ
ズ
ム
的
労
資
関
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係
理
念
へ
の
志
向
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
理
念
の

限
界
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
ニ
ニ
ー
デ
ィ
ー
ル
的
」
と
い
う
用
語

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
の
再
検
討
と
同
時
に
、
実
証
面
で
の
精
繊
化
を
今
後
に

期
待
し
た
い
回
第
三
に
、
戦
前
労
資
関
係
と
戦
後
労
資
関
係
の
連
続
と
断

絶
の
間
題
を
も
っ
と
自
覚
的
に
追
求
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
著
者
は
、
第
6

章
で
戦
時
期
の
産
業
報
国
会
が
戦
後
企
業
別
組
合
の
飛
躍
的
発
展
の
基
盤

を
提
供
し
た
と
い
う
、
犬
河
内
連
続
説
を
否
定
し
、
む
し
ろ
「
戦
後
の
企

業
別
組
合
に
連
続
す
る
の
は
産
業
報
国
会
で
は
な
く
、
産
報
下
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
た
労
働
者
の
経
済
的
反
抗
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
し
か
し
、
産
報
の
運
動
や
理
念
の
中
に
は
戦
後
の
企
業
別
組

合
に
つ
ら
な
る
企
業
“
運
命
共
同
体
論
や
労
働
者
の
自
発
的
勤
労
意
欲
を

引
き
出
そ
う
と
す
る
労
務
管
理
方
式
も
含
ま
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
圓
本

約
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
三
本
柱
の
う
ち
の
二
つ
、
終
身
雇
用
と
年
功
賃
金
制

の
起
源
が
戦
前
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
考
慮
す
る
と
き
、
戦
前
と
戦
後
の
連
続
と
断
絶
の
問
題
は
も
っ
と
複
雑

で
あ
り
、
著
者
が
い
う
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
諸
点
が

再
整
理
さ
れ
た
と
き
、
著
者
の
議
論
は
い
っ
そ
う
の
説
得
カ
を
増
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
い
く
つ
か
の
難
点
を
指
摘
し
た
が
、
本
論
文
全
体
の
評
価
お
よ

ぴ
別
途
お
こ
な
っ
た
面
接
結
果
に
も
と
づ
き
、
わ
れ
わ
れ
審
査
員
一
同
は

西
成
田
豊
氏
が
一
橋
大
学
経
済
学
博
士
の
資
楮
を
十
分
に
有
す
る
も
の
と

判
定
す
る
。

　
　
平
成
二
年
六
月
十
三
目
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